


県民主役の県政を推進

行財政改革アクションプラン改定の方向性（案）

○新幹線が開業し、中部縦貫道の全線開通など高速交通網が整備され、交流人口が一層拡大する見通し
○一方、人口減少が進展し人材確保が困難となる中、県全体の力を結集して地域課題に対応していく必要

⇒ 未来の県政を担う人材の確保・育成と、組織力強化により、安定かつ効率的な組織基盤を築くとともに、
官民共創により県政の推進体制を強化し、「チームふくい」で県民主役を実現する行財政改革を実施

官民共創
官民がつながり、チームふくいを実現
（官民共創、市町協働、ＤＸ推進）

人材の確保・育成
多様な人材が集まり、育ち、躍動する県庁
（職場づくり、採用・育成、働き方改革）

組織力強化
連帯感、効率性、生産性を高め、チャレンジが生まれる県庁

（業務改善、生産性向上、健全財政）

＜プランの全体像＞







私たちは、徹底的に現場にこだわり、県民の声を聴く「県民主役の県政」を常に意識し、次の
５つのクレドに基づき責任を持って行動します。










